




























































































































































































































































































































































































































































































































とある。弘安元年は二月二十九日に建治四年から改元しているので、 西暦は先の『仏性房印信状』と同じ一二七八年である。義能は越前や播磨にも移動しており長期間鎌倉に住していた は考えられないが、少なくともこの の三 と 月は鎌倉に在って定仙 接触していたことが確認できた。また称名寺聖教には『仏生房口伝
』AgBと












































































宝院御流と意教流、経寛から遮那院流の四流を相承している人物であることが確認 きた すなわち三宝院御流・遮那院流の二流はやや異質な相承系譜を有するが、この四 はいずれも三
宝院流の末流である。
次に定仙が公然から受法したその実際を史料
















































































































































































































ら親しく教えを受けていたことはわかった 特に正応五年一月から四月までは集中して教えを受けている。法流の重書の口伝まで授かっ いることを考え と、法流の伝授で った 考えられるが、その規模と公然が相承するいずれの法流が定仙へと伝えられた はいまひ つ判然としない。
まとめ
以上、三宝院流を相承する五師から定仙が受
















（６） 『仙芥集』翻刻③、一七〇―一八七頁。（７） 『仙芥集』翻刻②、一六八―一七九頁。（８） 『東密諸法流印信類聚』別巻Ⅱ、二 頁には「地 親」と
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